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36 今　　村　　麻 里 子
　　・さんまのケチャップ煮
　　・生鮭の味噌ソース
　レシピを考案する過程で心がけたことは、旬
の魚をメインとしながらも一緒に野菜の摂取も
できるようにしたことである。
　野菜の摂取量は「健康日本 21」発足当初は
292g／日が実態であったが、目標は 350g／日
と設定された。しかし、中間実績値は 267g／
日となり目標から遠ざかってしまっている。こ
れらを踏まえ、主菜の中に野菜を使うことで、
摂取率をあげられるのではと考えた。
　参加者の方にお話を伺っていると、「食べた
いものを優先して献立をたてている」という実
態が見えてきて、魚や肉を使ったメイン料理ば
かりの献立も多かった。家族が「野菜料理は食
べてくれない」と嘆かれていたことからも、上
手に野菜を加えた料理を提供することは有効な
のではと考えられる。
３．まとめ
　調理実習を中心とする食育を実践していく中で
多くの成果や課題が見えてきた。
　人との関わりや食に関する情報の活用、達成感
や満足感の経験などによって、食べる力を多面的
に身につけるきっかけづくりの役割は果たせたよ
うである。保護者においても、どのように食育に
取り組めばよいかわからない、としていた方々か
ら「子どもと一緒に楽しく料理するだけでもよい
のですね」といった前向きな発言をいただき、う
れしく思っている。 　
　課題としては、講習の実施時期の設定である。
継続的な活動を目標とするからには、多くの人が
参加しやすい時期の設定が必要となるが、22 年
度の活動では、大学行事の合間をぬっての活動と
なり、必ずしも継続的な活動ができたとは言えな
い。また、講習の募集をかける手続きも効率的で
あったとは言えない。
　今後の目標としては、外部団体との提携や野菜
を育てて食べる、といった継続的な活動をしたい
と考えている。
　本学「食育サポート部」の学生も、参加者の
方々との触れ合いにより、食育および栄養学の知
識を自分のものにするだけでなく、「伝える楽し
さ・難しさ」に気付くよいきっかけとなったよう
である。
　今後も、青森県の豊かな食材を活かした調理講
習に力を入れ、地域の食育活動に必要な存在と
なっていけるよう活動を継続していきたい。
